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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ア ッ ラ ー は 人 間 
を 最も 美しい 形 に 創造 され 、 知 能 や 意志 と いう 
優れ た 特徴 を 与え られ 、 地 上 の 秩序 と 規律 を 維 
持 す る た め に 「 カ リフ 」 を 地上 の 責任 者 、 統 治 
者 、 総 括 者 と し て 遣わ され まし た 。 こ の カリ フ 
と し て の つと め が 必 要 と する と ころ と し て 、 私 
た らち は た だ 自分 た ち に 対し て だ け で は な く 、 家 
族 、 遠 い 近 い を 問わ ず 周 囲 の すべ て の 環境 、 さ 
ら に は 生命 体 、 あ る い は 生命 体 で は な いす べ て 
の 被 造物 の バラ ンス 、 秩 序 に 対し 責任 を 持っ て 
to (の の すく 


















































親愛 な る 兄弟 姉妹 の 
皆様 。 私 た ち が 生 き て い 
る 時 代 の 危険 の 一 つが 、 
世俗 化す る こと で す 。 過 
度 な 現世 へ の 執着 が 拡大 
し 、 来 世 が 忘れ られ て し 
まう こと で す 。 現 世 と 来 
世 の バ ラン ス を 保つ こと 
を 目的 と する 私 た ちの 教 
え は 、 人 が 中 道 を いく こと を 勧め て いま す 。 人 
は 時 折 、 欲 望 に 支配 され て し まい 、 自 ら に 与え 
られ て いる 責任 を 忘れ る こと が あり ます 。 それ 
ゆえ 私 た ちの 教え は 、 私 た ち に 正 し い 道 を 示し 、 
欲望 や シャ イタ ー ン の 悪 だ くみ に 負け な いよ う 
私 た ち に 警告 を 与え て いる の で す 。 ク ルアー ン 
で は 次 の よう に 命じ られ て いま す 。 「 信 仰 す る 者 
た ちよ 、 悪魔 の 足跡 に 従っ て は な ら な い 。 あ な 
た が た が も し 悪魔 の 足跡 に 従う な ら ば 、 か れ は 
必ず 醍 い 行 いと 悪事 を あな た が た に 命じ る で あ 
ろう 。」( 御 光 章 第 2 1 節 ) 














































































































親愛 な る ムスリム の 皆様 。 世俗 化 と いう 病 
へ の 方 策 は 、 現 世 で の 生 が は か な いも の で ある 
こと を 忘れ ず 、 来 世 で の 生 と 審判 の 場 で の 尋問 
を いつ で も 認識 する こと で す 。 預言 者 ム ハ ン マ 















































ド は この 点 に つい て 次 の よう に 述べ られ て お ら 
れ ま す 。「 私 が 去っ た 後 、 現 世 の 恵 みや 装飾 が あ 

な た 方 の 前 に 繰り 広げ られ 、 あ な た 方 が それ に 
魅了 され る こと を 恐れ て いる 。」 預言 者 ヘム ハン マ 
ド の この 警告 は 、 現 世 を 放棄 する と いう 意味 の 
も の で は あり ませ ん 。 事実 ある 時 預言 者 ム ハ ン 
は 、 現 世 を 放棄 し 祭 拝 行為 を 行う こと を 決 
意 し た 三 人 に 警告 を 与え て いま す 。 ク ルアー ン 
で は 現世 の 全て が 人 間 の た め に 創造 され て いる 
告げ られ て いま す 。 さ ら に 、 私 た ちら が し ば し 
(人 ほ 中 える の | ラッ パー デー ディ ナー 写 ほ は 
め る 章 で も 、「 主 よ 、 現世 で わた し た ち に 幸い を 
賜 い 、 ま た 来世 で も 幸い を 
賜 え 。 業火 の 懲罰 か ら 、 わ 
た し た だ ち を 守っ て くだ き 
い 。」( 雌 和牛 章 2 0 1 節 ) と 
Mn の で ウ み テ ア ー す る 
と が 勧め られ て いま す 。 
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親愛 な る 皆様 。 人 が 自 
ら を 現世 に 夢中 に させ 、 来 
世 を 忘れ る 時 に は 、 そ れ 以 外 に も 多く の こと を 
忘れ る こと に な る の で す 。 ク ルアー ン は 教え て 
いま す 。 和 欲望 や 現世 の し も べべ と な っ た 人 間 は 
アッ ラー を 、 最 後 の 審判 の 日 を 、 尋 間 を 忘れ ま 
。 警告 や 忠告 を 忘れ ます 。 罪 を 忘れ ます 。 苦 
し み が 去 っ た 後に は 、 ア ッ ラ ー に 北 願 する こと 
を 忘れ ます 。 

フト バ を 、 人 高 な る クル アー ン の ある 警告 
で 竹 の めく くり ます 。 | あな た が た は 、 デ アッ ラー を 
忘れ た 者 の よう で あっ て は な ら な い 。 か れ は 
か れ ら 自身 の 魂 を 忘れ させ た の で ある 。 これら 
の 者 は アッ ラー の 搾 に 背く 者 た ち で ある 。」( 集 
合 章 第 1 9 節 ) 
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